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に関する改訂』( 以下、「公開草案」という ) を公表した。公開草案は、「金融商品に対して










































 （2）わが国の現行基準と IFRS 第９号の比較
　金融負債の分類及び測定の取扱いに関して、我が国の現行基準と IFRS 第 9号を項目別
に比較すると、以下の表のようにまとめられる。




























































































































































































































以前より言及されてきた (24)（Crooch and Upton 2001,p.ln:JWGSS 2000,par.4.53）。先行
研究では、このプット・オプションの性質を考慮して、当初認識時に費用処理する会計処



































































る (29)」（Chasteen and Ransom2007,129）ことから、信用状態の違いは、利子費用の金
額として損益計算書に反映される。図表６は、設例２について、各機関のABC社の取引の
内容を整理し、その仕訳を示したものである。
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